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「参照し、その適用可能性を考慮しなければならない」の取扱い 

2025年 11月 28日公表 
2026年 3月 31日更新  

Ver. 1.1 

目 的 

1. 本文書は、ガイダンスの情報源を「参照し、その適用可能性を考慮しなければならない」という定
めの取扱いについて、参考となる情報を提供することを目的としています。 

 

キーワード 
「参照し、その適用可能性を考慮しなければならない」、ガイダンスの情報源、「SASB スタンダード」、「産
業別ガイダンス」 
 
何が求められているのか 

2. SSBJ 基準では、企業が自社の見通しに影響を与えると合理的に見込み得るサステナビリティ関連
（気候関連を含む。）のリスク及び機会を識別するにあたり、また、識別したリスク及び機会に関す
る重要性がある情報を識別するにあたり、「SASB スタンダード」（2025 年 12 月最終改訂）
（及び「産業別ガイダンス」）をガイダンスの情報源として参照し、その適用可能性を考慮すること
が求められています。 

企業の見通しに影響を与えると合理的に見込み得るサステナビリティ関連のリスク及び機会を識
別するにあたり、サステナビリティ開示基準を適用すること（第 40項参照）に加え、「SASB スタ
ンダード」（2025年 12月最終改訂）における開示トピックを参照し、その適用可能性を考慮
しなければならない。考慮した結果、適用すると結論付ける場合と、適用しないと結論付ける場
合とがある。（適用基準第 41項） 

 

サステナビリティ関連のリスク又は機会に具体的に適用される定めが、サステナビリティ開示基準に
存在しない場合、次のような情報を識別するために判断を行わなければならない。（適用基準第
51項） 
(1) 主要な利用者の意思決定に関連性がある情報 
(2) そのサステナビリティ関連のリスク又は機会を忠実に表現する情報 
 
第 51項で記述された判断を行うにあたり、「SASB スタンダード」（2025年 12月最終改
訂）に含まれる、開示トピックに関連する指標を参照し、その適用可能性を考慮しなければなら
ない。考慮した結果、適用すると結論付ける場合と、適用しないと結論付ける場合とがある。（適
用基準第 52項） 
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気候関連開示を作成するにあたり、企業の見通しに影響を与えると合理的に見込み得る気候関
連のリスク及び機会を識別しなければならない。このようなリスク及び機会を識別するにあたり、「産
業別ガイダンス」に定義されている開示トピックを参照し、その適用可能性を考慮しなければならな
い。考慮した結果、適用すると結論付ける場合と、適用しないと結論付ける場合とがある。（気候
基準第 17項） 

 

企業に関連する産業別の指標のうち、主なものを開示しなければならない。開示する産業別の指
標を決定するにあたり、「産業別ガイダンス」に記述されている、開示トピックに関連する産業別の
指標を参照し、その適用可能性を考慮しなければならない。考慮した結果、適用すると結論付け
る場合と、適用しないと結論付ける場合とがある。（気候基準第 86項） 

 

「参照し、その適用可能性を考慮しなければならない」の取扱い 

3. 「SASB スタンダード」及び「産業別ガイダンス」（以下「当該情報源」という。）は、特定の産業に
属する企業が直面するサステナビリティ関連（気候関連を含む。）のリスク又は機会に関して、利
用者にとって有用であると考えられる開示トピック及び関連する指標に関する情報を提供しています。 

4. SSBJ 基準では、利用者の情報ニーズを把握するのに当該情報源が役立つと考えられたことから、
企業がサステナビリティ関連（気候関連を含む。）のリスク及び機会に関する重要性がある情報並
びに産業固有の情報を開示するにあたり、当該情報源を「参照し、その適用可能性を考慮しなけ
ればならない」と定められています。 

5. 一方で、SSBJ 基準では、当該情報源に記載されている指標について、企業は開示を義務付けら
れてはいません（適用基準 BC78 項(2)）。すなわち、企業は、当該情報源を「参照し」、自社が属
する産業に関する開示トピック及び関連する指標が自社のビジネス・モデルや活動に関連性がある
かどうかなどを評価し、「適用可能性を考慮する」必要はありますが、当該情報源を実際に「適用す
る」ことまでは求められてはいません。 

6. このため、例えば、当該情報源に記載されている指標よりも、他の指標の方がより有用な情報を提
供すると判断された場合、企業は、当該情報源に記載されている指標ではなく、他の指標を用いて
開示することができると考えられます。 

7. ここで改めて留意すべきは、SSBJ 基準では、企業に対して、サステナビリティ関連（気候関連を含
む。）のリスク及び機会に関する重要性がある情報並びに産業固有の情報の開示が要求されてい
ることです。企業は、この開示要求を満たす限りにおいては、「SASB スタンダード」及び「産業別ガイ
ダンス」に記載されている指標を開示することは必須ではありません。 
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関連する SSBJハンドブック 

 「参照し、その適用可能性を考慮しなければならない場合の具体的な対応」 

 「『サステナビリティ関連のリスク及び機会の識別』におけるガイダンスの情報源と『識別したリスク及
び機会に関する重要性がある情報の識別』におけるガイダンスの情報源の比較」 

 「参照する『SASB スタンダード』のバージョン」 

 

SSBJ基準の定めは、重要性がない項目に対して
適用する必要はないことにご留意ください。 

 
以 上 


